
 

（第２号様式）   
令和８年４月28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立永谷高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
３年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒一人ひとりの学習

ニーズと学力の状況に

応じた多様で柔軟な教

育課程編成及び確かな

学力の育成を図るため

組織的な授業改善に取

り組む。 

 
 
②基礎・基本の定着に向
けて学び直しや他者と
の協働的な学びを積極
的に取り入れるととも
に、様々な学習支援の
方法について研究を進
め、生徒一人ひとりに
向き合い社会に対応で
きる力を培うことが出
来る教育実践に取り組
む。 

 
 
③学校行事や生徒会活動

を充実させ、生徒の主

体的な活動、協働的な

取り組みにより、問題

を解決する力を育む。 

①確かな学力の育成のた

め、教科横断的な授業

改善を継続して行う。

また、非認知能力に着

目し、教育活動全体を

通してその育成を図

り、生徒が自ら課題を

見いだし解決に向けて

主体的に行動できる力

を育成する。 

 

 

②-ｱ 教科横断的な学び直

しについて取り組む。 

 

②-ｲ 非認知能力の育成に

ついて取り組む。 

 

 

③学校行事や生徒会活動

を充実させ、生徒の積

極的な参加を促すとと

もに、創造的な活動に

主体的に参加できるよ

う促す。 

①研究授業を企画・運営

し、研究協議を教科横

断的に行うなど工夫し

た授業改善を行う。 

 

 

 

 

 

 

②-ｱ 各教科の計画を全体

で共有し、効果的な学

び直しを行う。 

 

②-ｲ 非認知能力に関わる

講演会を開催する。ま

た、教科会において改

善を図る。 

 

 

③全校生徒が参加できる

行事を計画し、生徒が

主体的に取り組めるよ

う、魅力ある行事でさ

らに活性化をする。 

①研究協議や生徒による

授業評価を用いて組織

的な授業改善ができた

か。特に授業評価の項

目１、４、７に着目す

る。 

 

 

 

 

②-ｱ 生徒による授業評価

を用いて組織的な授業

改善ができたか。 

 

②-ｲ 教科会や勉強会にお

いて改善を図ることが

できたか。 
 
 
 
③生徒主体の行事の生徒

参加率が上昇したか。 

     

２ 
 
生徒指導 
・支援 

①生徒理解に基づく「温
かくかつ厳しい毅然と
した生活支援」と教育
相談等の個に応じた支
援体制の充実を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動の積極的な参加

を促し、活動を通し

て、自主自律の精神や

責任感、連帯感を涵養

する。 

①-ｱ 生徒の基本的な生

活習慣の確立のため

に、職員間で共通の認

識を持ち、粘り強い指

導・支援を継続して行

う。 

①-ｲ 生徒一人ひとりの

困り感やニーズを把

握・課題を解決させる

ために、組織的な支援

体制を充実させ情報を

共有化して支援にあた

る。 

 

②自主自律の精神や責任

感を持たせ、良好な人

間関係を構築させるた

めに、部活動の積極的

な取組みを支援し、き

め細やかに指導する。 

①-ｱ 規範意識の醸成を

目指し、全職員が共通

認識を持ち、生活支援

体制を構築する。 

 

①-ｲ 教育相談の充実の

ため、 SSW、SCとの全

員面談を実施し、

SSW、SC と職員間での

問題意識の共有と共通

認識により取り組む。

また、ワーキンググル

ープの編成など組織的

な取組みをさらに充実

していく。 

 

②部活動では、他校との

合同チームによる大会

参加など、活動する方

法の工夫により、参加

率を高める。 

①-ｱ 生徒理解に基づい

た生徒指導・支援を継

続することで、指導件

数が減少したか。 

 

①-ｲ 外部機関を含めた

支援体制を組織した

か。 

 
 
 
 
 
 
 
 

②部活動の参加率の上昇

および継続数が増加し

たか。 

合同チームなど大会の

校外活動の実施数が増

加したか。 

     



 

 視点 
３年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・ 
支援 

①生徒一人ひとりが、生

涯にわたる多様なキャ

リア形成を見据えて、

「こうしたい、こうあ

りたい」という志を持

つ生徒に育てることを

目指し、進路指導の充

実を図る。 

 

①生徒一人ひとりが、自

分の生涯を見据え、主

体的にキャリア形成を

考え、行動できる能力

と態度を育成する。 

①総合的な探究の時間を

中心に、卒業後の自分

をイメージし、自らの

進路を主体的に選択

し、行動できるようキ

ャリア教育や外部を招

いたガイダンス等を行

う。 

 

①進学・就職等の生徒の

進路希望実現に向け

て、進路実現プロジェ

クト講座を設け、生徒

の活動を支援する。 

①生徒にアンケートを実

施し、個々の進路指導

や進学支援に対し、満

足したかどうか。 

 

①進路実現プロジェクト

の参加人数と、進路決

定数。 

     

４ 
地域等との 
協働 

①地域との協働を大切に

し、地域に信頼される

学校づくりを進める。 

 

 

 

②ボランティア活動への

参加を拡大し、社会性

や思いやりの心を育

み、自己肯定感を高め

させる。 

①地域と連携した活動に

積極的に参加を促し、

地域の人たちとの交流

を進める。 

 

 

②清掃活動等に主体的に

参加させ、取り組ませ

ることで、思いやりや

自己肯定感を高めさせ

る。 

①地域の自治会や町内会

等との行事を積極的に

広報し、参加者を増や

す。 

 

 

②-ｱ すぐーるを活用し

て地域との活動の周知を

図る。 

 

②-ｲ PTA からの参加や支

援を得ながら生徒の参

加を促進する。 

①地域の行事の参加者数

が増加したか。 

 

 

 

 

②-ｱ 地域との活動につ

いてすぐーるの配信回

数。 

 

②-ｲ 様々な活動への参

加者数が増加したか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①「生徒」「保護者」
「教職員」の三者が誇
れる学校づくりを目指
し、環境美化の観点か
ら様々な課題改善に取
り組む。 

 
 
 
 
 
②教員が生き生きと働け

る職場とし、ワークライ

フバランスを推進するた

めに教員の働き方改革を

推進する。 

①環境美化の観点から整

理整頓や清掃の活動に

積極的に取り組ませ、

生活で登校の意欲がた

かまるような学校の環

境を整える。また完校

に伴い、空き教室など

の有効活用をする。 

 
 

②風通しのよい職場づく
りと教員一人ひとりが
自分の良さを生かして
働き、結果として生
徒・職員のウエルビー
イングが向上するとと
もに長時間勤務が是正
されるようにする。 

① 各クラスの清掃や整理

整頓など、環境美化に

努めるとともに、PTA

と連携し校内外の美化

活動に取り組む。 

 

 

 

 

 

②関係する職員がグルー

プや役職を超えて、チ

ーム学校として一人ひ

とりが主体的に取り組

み、同僚として安心と

仕事のやりがいや喜び

を共有できる働き方を

推進する。 

①美化の参加者の割合は

高まったか。空き教室

の有効活用ができた

か。 

 

 

 

 

 

 

②ストレスチェックの結

果が良好かどうか。良

くないストレスとなる

要因（長時間の勤務な

ど）があったか。 

 

     

 

 


